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昭和48年� 3月1日現在

徳島県勝浦郡勝浦町

生
亡
入
出

出

死

転

転

発行所
日

入楽
園 し
前い
の イ呆

横健生育
瀬康 上t所
保診 奈の
一査保遠
宵 育足
所所
、、ーーー-一ー-'� 

新
入
保
育
児
の

お
母
さ
ま
，、、イ呆� 

ω

(9) (8) 

新
入
所
児
童
の
心
構
、え
に
つ
い
て
は
毎
年
の
よ
う
に
く
り

か
え
き
れ
ま
す
が
、
自
分
の
子
ど
も
が
い
ざ
入
所
と
い
う
こ

と
に
な
ら
な
い
と
気
づ
か
な
い
も
の
で
す
。

そ
こ
で
、
お
子
き
ま
が
初
め
て
お
母
き
ん
の
ひ
ざ
も
と
か

ら
は
な
れ
て
早
〈
保
育
所
の
集
団
生
活
に
な
じ
み
、
よ
ろ
こ

ん
で
登
所
で
き
る
た
め
に
、
今
か
ら
お
母
さ
ん
に
心
が
け
て

い
た
だ
き
た
い
こ
と
を
い

っ
て
み
ま
す
。

川
名
前
を
よ
ば
れ
た
ら
へ
ん
じ
が
で
き
、
泣
か
ず
に
こ
と
ば

で
意
志
表
示
が
で
き
る
。 

ω自
分
で
衣
服
の
着
脱
が
で
き
る
。

(
前
ボ
タ
ン

の
よ
う
な

服
が
よ
い
。)

問
早
寝
、
早
起
き
を
心
が
け
、
食
事
は
三
十
分
く
ら
い
で
食

べ
終
え
る
。

凶
自
分
で
排
尿
、
排
便
が
で
き
る
。

同
文
字
は
教
え
な
く
て
よ
い
が
、
自
分

の
名
前
が
見
わ
け
ら

れ
る
。

(
持
物
に
名
前
を
い
れ
る
。)

附
病
気
は
治
し
て
お
く

。

(
世
性

の
病
気
は
保
母
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。)

以
上
気
づ

い
た
こ

と
を
箇
条
書
き
に
し
て
み
ま
し
た

が
、
よ

く
き
く

こ
と
は
に

「そ
ん
な
こ
と
で
は
、
保
育
所

へ
行
け
ま

と
か

の
お
ど
し
文

せ
ん
よ
口
と
か

「先
生
に

し
か
ら

れ
る 

句
は
絶
対
に
や

め
て
く
だ
き

い
。

J

(2) 

昭
和
四
十
八
年
度
の

米
生
産
調
盤
対
策 

(3) 

春
グ〉
ヲ句

界、

通
安
全
運
動
は

じ
ま
る� 

(5) (4) 

同
和
教
育 
y
リ
|
ズ 
-e
. 

今

月

の

股

作

業

メ

モ

・

・

岡
目
八
目

。。 

(7

出
間
合
経
営
と
し
て
の

肉
牛
肥
育 

学
園
だ
よ
り 

)

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
新入保育児のお母様へ（保育所）

MUS04
テキストボックス
町民のうごき
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軽
自
動
車
税
の

一食一
一会=ロ一

一校一;!
一学一

「米」

利
用
で

l

l

。

フヌが昭和48年 4月 1日

ァ
�
 化
米
の
使
用
に
よ

っ
て
は
じ
め

化
米
と
は
、

よ
り
魅
力
あ
る
給
食
を

び
米
加
工
品
の
利
用
開
発
を
図
り
、

調
理
し
や
す
い
よ
う
に
し
た
ア
ル
フ

納

付

と

減

免

て
み
た
い
。
ア
ル
フ
ァ

精
白
米
に
水
を
加
え
加
熱
し
て
、
で

昭
和
四
十
八
年
度
軽
自
動
車
税
は

近
く
納
税
通
知
書
が
出
さ
れ
四
月
末

日
ま
で
に
納
付
願
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
納
入
方
法
に
つ
い
て
は
次
の
と

お
り
お
願
い
し
ま
す
。

一
、
納
税
貯
蓄
組
合
加
入
の
方
は
引

落
指
定
金
融
機
関
へ
直
接
納
付
容

を
送

っ
て
あ
り
ま
す
の
で
、
預
金

残
高
を
確
か
め
、
不
足
の
と
き
は

納
期
限
ま
で
に
あ
ず
け
入
れ
く
だ

さ
い
。

二
、
納
税
貯
蓄
組
合
未
加
入
の
か
た

は
組
合
加
入
の
手
続
き
を
き
れ
る

か
、
次
の
納
付
場
所

へ
期
限
内
に

納
め
て
く
だ
さ
い
。

阿
波
銀
行
、
徳
島
相
互
銀
行
勝
浦

支
底
、
四
国
銀
行
小
松
島
支
肩
、

町
役
場
内
収
入
役

ま
た
、
軽
自
動
車
税
の
減
免
に
つ
い

対
象
車
は
原
付
一
種
か
ら

軽
四
乗
用
車
ま
で

四
月

一
日
か
ら
、
ね
た
き
り
老
人
、

重
度
心
身
障
害
老
人
、
常
時
介
護
を

要
す
る
最
重
度
心
身
障
害
児
者
の
医

療
費
の
助
成
が
実
施
き
れ
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
ぬ
た
き
り
老
人
を

は
じ
め
重
度
心
身
障
害
老
人
、
あ
る

い
は
常
時
介
護
を
要
す
る
最
重
度
心

身
障
害
児
者
が
容
易
に
医
療
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
自
己
負
担
の
費
用
を
県

と
町
が
助
成
す
る
も
の
。

。
対
象
者
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方
で
す
。

①
町
内
に
住
所
を
有
す
る
者
で
、
国

民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
、
ま
た

は
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
。

て
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
該
当
の
方
は
四
月
二
十
三
日
ま
で

に
印
鑑
持
参
の
上
申
輔
じ
て
く
だ
さ

一
、
生
活
保
護
を
う
け
て
い
る
方

二
、
歩
行
が
困
難
な
身
体
障
害
者
の

運
転
す
る
箪
(
当
該
身
体
障
害
者

の
た
め
に
運
転
す
る
同
一
世
帯
の

車
を
含
む
)
で
必
要
と
認
め
ら
れ

る
も
の
(
一
台
限
り
)

勝

浦

町

税

務

保

険

課

勝
浦
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

ね
た
き
り
老
人
等
の

医
療
費
が
無
料
に

今
ま
で
パ
ン
、
牛
乳
、
お
か
ず
、
に
よ
る

給
食
を
行
い
、
米
の
利
用
な
ど
は
ほ

と
ん
ど
使
用
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

昨
今
、
米
の
余
剰
な
ど
か
ら
学
校

給
食
に
も
米
を
取
り
入
れ
て
は
ど
う

か
と
い
う
考
え
か
ら
、
文
部
省
は
学

校
給
食
米
利
用
実
験
校
を
指
定
し
て
、

米
利
用
実
験
給
食
が
実
施
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
希
望
校
も
豊

か
な
食
事
内
容
と
す
る
た
め
、
米
を

利
用
し
た
食
品
に
よ
っ
て
献
立
調
理

の
多
様
化
を
す
す
め
、
よ
ろ
こ
ば
れ
、

よ
り
魅
力
あ
る
給
食
の
推
進
を
図
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

白
米
を
炊
飯
し
て
給
食
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
が
、
当
セ
ン
タ
ー
に
は

残
念
な
が
ら
炊
飯
施
設
と
配
臓
な
ど

に
問
題
が
あ
り
炊
飯
給
食
の
実
施
が

む
つ
か
し
い
か
と
も
思
わ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
食
糧
庁
と
関
係
業
界
が
密

接
な
連
け
い
を
と
り
つ
つ
、
米
お
よ

ん
ぷ
ん
を
ア
ル
フ
ァ
|
化
し
急
速
に
乾

燥
さ
せ
、
ア
ル
フ
ァ
�
 型
で
で
ん
ぷ

l

ん
の
状
態
を
固
定
さ
せ
た
乾
燥
米
飯

で
、
短
時
間
煮
沸
す
る
こ
と
に
よ

っ

て
、
炊
き
た
て
の
ご
飯
の
状
態
に
も

ど
る
も
の
で
す
。
こ
れ
を
週

一
回
程

度
使
用
し
、
五
回
ず
し
、
ラ
イ
ス
コ

ロ
ッ
ケ
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、
混
ぜ
め

し
、
チ
キ
ン
ラ
イ
ス
な
ど
に
調
理
し

て
四
月
よ
り
実
施
し
ま
す
。(給

食
係
)

(
住
民
福
祉
課
)

②
六
十
五
歳
以
上
七
十
歳
未
満
の
ね

た
き
り
老
人
(
三
か
月
以
上
常
時

臥
床
し
、
日
常
生
活
に
常
に
介
護

を
要
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
)
ま

た
は
重
度
心
身
障
害
の
老
人
。

な
お
、
く
わ
し

③
六
十
五
歳
未
満
の
常
時
介
護
を
要

す
る
最
重
度
心
身
障
害
児
者
。

該
当
者
児
は
医
師
の
診
断
舎
と
地

区
民
生
委
員
の
証
明
が
必
要
で
申

請
書
を
出
し
て

い
た
だ
き
認
定

を
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん

く
住
民
福
祉
課

へ

お
た
ず
ね
く
だ
き
い
。

学校給食献立表(4月分)
給食センター

日曜 献 立 名 日曜 献 立 名

1O(刈
黒パン焼そぱ �  
プリン リンゴ 20幽

揚パン シ千ュー
若布の酢のもの� 

11同 ホ� y トドソグ� 
ゆで卵 くだもの

23(月)
食パン コロッケ
ウィンナー リンゴ� 

12同 食若パン 含煮� 
竹煮

24(刈 黒パン豚豆煮
あさりみそ汁� 

13幽 あんバン 甘夏かん� 
婦げビー 7 ンのあんかけ

25附� 2コどりパン 白和え
ブロイラー照煮� 

14(月)
金パ ン ハンバーグ� 

スパゲティ ・ミ トソ ス和え� 
26(村

食パン かゃくうどん
71レ_0，/サラダ� 

15同 黒パン魚77イ� 
野菜サラダバナナ�  

27幽 ライスコロ ァケ

18同 五回ずし� 30(月)
77ンクソーセージ
エッグサラダ� 

19C村
食パン いり卵
ちゃんぽん 員使バ� γク入牛� 1lは毎日 つきます。

【料酒メモ】
。ライスコ ロ� y ケ
材料 ごはん(約� l合弱 )ス -A20g、卵、小麦粉. パン粉、惜池
作り方作り方}

きチー…イノ自切とする・
ごはんに食溢少々 入れチ ズをまぜる .

これをふと丸<(分量を�  3コ ぐ ら い に )にぎ り卵→小麦粉→パン粉を 

つけ偽る。(コロ�  γ ケと同じ聖書領に) 


嵩 E磁甚付は-績置切キ ヤ ベ
、ツケにケチヤヅプeコロ� y プ をカか.けると大変引きたちます.

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
軽自動車の納付と減免

MUS04
テキストボックス
学校給食米利用でより魅力ある給食を
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昭
和
田
十
八
年
度
の

米
生
産
調
整
対
策
事
業

昭
和
四
十
六
年
か
ら
五
カ
年
計
画

で
実
施
し
て
い
る
米
生
産
調
整
対
策

事
業
は
、
本
年
も
引
き
続
き
推
進
す

る
こ
と
に
な
り
、
奨
励
補
助
金
の
額

は
昭
和
四
十
七
年
度
ど
お
り
と
決
定

き
れ
ま
し
た
。

休
耕
回
に
対
す
る
奨
励
補
助
金
の

交
付
期
間
は
昭
和
四
十
八
年
ま
で
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

し
た
が

っ
て
、
本
年
、
休
耕
回
を

実
施
さ
れ
る
農
家
は
、
昭
和
四
十
九

年
か
ら
は
、
病
害
虫
防
除
等
の
休
耕

田
対
策
補
助
等
も

一
切
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
休
耕
回
が
荒
廃
地
と
な
ら

な
い
よ
う
、
生
産
等
の
方
向
づ
け
を

計
画
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

て
お
り
ま
す
か
ら
、
今
後
の
参
考
と

し
て
く
だ
さ
い
。

米
生
産
調
整
実
施
田
の
申
告
受
付

け
は
四
月
中
旬
の
予
定
で
す
が
、
指

導
部
長
さ
ん
を
通
じ
ご
連
絡
し
ま
す
。

産

業

課

よ五一一~ーと度� 45 46 47 48 49 50 備考

休 耕� O O O O 48年度打切り

普 通 転 作� O O O O O O 単年度交付� 

Z長 転 作 。O O O O 単年度交付

養漁池施設(45年転用� ) O O O 

11 (4昨転用� ) O O O 転用した年� 

(47年転用}
から� 3カ年� 

11 O O O 交付� 

11 (48年転用) O O O 

京年転作(45年度植) O O O O O 植付年度� 

(4昨度樋)
から 5カ年� 

J/ O O O O O 交付

摘 要� OiODは交付対象年� 

昭
和
灯
年
度

園
阻
国

r f

米
生
産
調
整

協
力
特
別
交
付
金

一
信
:
九
円
六
十
五
銭

本
年
も
昨
年
に
引
き
続
き
米
生
産

調
整
に
協
力
し
た
農
家
に
対
し
特
別

交
付
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

調
盤
数
量
一
、
キ
ロ
グ
ラ
ム
あ
た
り

九
円
六
十
五
銭
で
す
。

農
協
を
通
じ
、
該
当
農
家
の
農
協

貯
金
口
座
へ
揺
り
込
み
ま
す
。

振
り
込
み
は
、

三
月
末
の
予
定

産

業

課

米
生
産
調
整

補
助
金
を
交
付

昭
和
四
十
七
年
度
米
生
産
調
整
奨

励
補
助
金
の
精
算
金
が
交
付
き
れ
ま

し
た
。
農
協
を
通
じ
、
該
当
農
家
の

農
協
貯
金
口
座

へ
振
り
込
み
ま
し
た

か
ら
お
た
し
か
め
く
だ
さ
い
。

振
り
込
み
日
:
:
:
三
月
二
十
二
日

産

業

課

国
お
よ
び
県
で

O

は
、
本
年
度
転
作

率
七 

パ
ー
セ
ン

ト
を
目
標
と
し
て

推
進
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

本
町
も
、
本
年

米
生
産
調
前
軍
事
業

に
つ
い
て
協
議
会

で
県
の
方
針
に
も

と
づ
き
対
策
を
た

て
る
こ
と
に
な

っ

て
お
り
ま
す
か
ら

本
年
も
、
目
標
達

成
の
た
め
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
米
生
産

調
箆
奨
励
補
助
金

交
付
期
間
は

つ
ぎ

の
と
お
り
と
な

っ

う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん
再
生
産

昭
和
四
十
七
年
産
う
ん
し
ゅ
う
み

一
農
家
当
り

下
限

か
ん
の
価
格
低
落
の
影
響
に
よ
り
、

上
限
一 

本
年
の
み
か
ん
生
産
費
の
支
弁
が
困

五
、
貸
付
金
利
息

難
と
な

っ
た
農
家
に
対
し
て
、
円
滑

な
再
生
産
を
確
保
す
る
た
め
に
み
か

ん
緊
急
対
策
事
業
を
設
け
、

必
要
な

資
金
を
融
資
す
る
。

六
、
貸
付
期
間

一
年
間

こ
の
資
金
に
対
す
る
利
子
補
給
は

農
家
利
子
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

園
、
県
、

町
な
ら
び
に
農
業
協
同
組

七
、
貸
付
時
期

合
が
行
な
う
。

要
領
は
次
の
と
お
り
で
す
。

八
、
借
入
申
し
込
み

一
、
資
金
の
目
的

昭
和
四
十
八
年
度
再
生
産
資
金

二
、
貸
付
対
象
者

み
か
ん
生
産
農
家

三
、
資
金
の
使
途

肥
料
代
、
農
薬
代
、
雇
用
労
賞
、

制
度
資
金
等
の
償
還
金
、
償
還
利

子
等

四
、
貸
付
資
金
枠

追
納
制
度
の
ご
利
用
を

過
去
に
お
い
て
国
民
年
金
保
険
料

を
免
除
さ
れ
て
い
る
方
は
、
十
年
聞

の
う
ち
に
支
払
え
ば
、
当
時
の
保
険

料
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た

か
も
ら
え
ま
せ
ん。

と
え
ば
昭
和
三
十
八
年
四
月
分
が
免

除
さ
れ
て
い
れ
ば
、
こ
と
し
の
四
月

二
十
八
日
ま
で
に
支
払
う
と
、
そ
の

当
時
年
令
が
三
十
五
オ
未
満
の
方
は

百
円
、

三
十
五
オ
以
上
の
方
は
百
五

十
円
で
支
払
え
ま
す
。
免
除
さ
れ
た

資
金
の
貸
付
け
と
利
子
補
給一 

万
円

万
円

三
分
五
厘

へ
八
分
資
金
に
つ
き
農
家
三
分 

一
五
厘
負
担
、
国
等
利
子
補
給

一

庁

四

分

五

厘

」

「
自
昭
和
四
十
八
年
四
月

一
日 

至
昭
和
四
十
九
年
三
月
三
十
一
日」

昭
和
四
十
八
年
五
月
末
日
ま
で

昭
和
四
十
八
年
三
月
三
十
一日
ま
で

ヘ
指
導
部
長
き
ん
を
通
じ
周
知

一
し
ま
し
た
の
で
農
協
へ
申
し

一 

込
み
ず
み
の
こ
と
と
思
い
ま
す
」

こ
の
資
金
に
つ
い
て
、
不
明
な
占
…

は
役
場
産
業
謀
、
勝
浦
町
農
協
、
生

比
奈
農
協
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

産

業

諜

ま
ま
で
す
と
老
令
年
金
を
受
け
る
と


き
に
、
免
除
き
れ
た
期
間
に
つ
い

て


は
納
付
し
て
い
る
人
の
三
分
の

一
し


十
年
を
過
ぎ
る


と
納
付
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
将
来


の
た
め
、
ぜ
ひ
こ
の
際
追
納
制
度
を


ご
利
用
く
だ
さ
い
。
住
民
福
祉
課
国


民
年
金
係
に
納
付
警
が
ご
ざ

い
ま
す


の
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。


住
民
福
祉
課

O
OO

J J

J 
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勝浦町内における交通事故の状況� 

(昭和� 47年� 1月-12月) )内は物損

類型別

原因別

類

車 両 相 互

正 出 追 恨IJ 追 そ
メE入3 越面 面� 
頭 時� σ〉

衝 衝衝 接

突 勿プhて 突 勾プ包ミ 触 他
(2) (2) 

3 4 

(2) (2) 

l 2 3 6 

(4) 

2 6 

(2) 

l 
(2) (6) 

l l 5 
(1) (2) (4) 

1 l 4 

2 2 

型 思Ij

車両単独

駐 転 路

」エ路窃ニ
そ

車 ゲキ
;s:

々 !悦 グ〉
両 含 〆、、

転落衝
突� 

<T) 

f日l f突衝 他

自 人

転
対車 言十

対 車
車

両 両

追い越し不注意� 1 

接近通過�  

右左折時安全不確認� 
(3) (1) 

l 3 
(2) 

l 
(2) (1) (1) 

l 2 

(1) 
2 

車問距離不保持� 

脇見運転等�  

徐行違反�  

と ぴ出 し� 

計� 
(6) (3) (2) (4) (1) 

l 4 3 3 4 2 

(2) (2) 

l l 
白� 0) 

7 2 28 

〔注〕 上記は小松島警察署の調査よりばっすいし たものです。

ひ
き
お
こ
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
い

通
事
故
は
、

一
昨
年
に
く
ら
べ

減
っ

て
お
り
ま
す
が
、
老
人
の
交
通
事
故

は

一
昨
年
と
同
数
の

六
十
三
件
も
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
本
年
に
入

っ
て
か

ら
も
、
上
勝
町
で
の
転
落
事
故
を
は

じ
め
と
し
て
三
人
も
の
老
人
が
、
交

通
事
故
に
よ
り
死
亡
し
て
お
り
、
例

年
に
な
い
老
人
の
交
通
事
故
の
増
加

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
老
人
が
急
激
な
モ

ー
タ
リ 

ゼ
|
シ
ヨ
ン
の
進
展
に
順

応
で
き
な
い
こ
と
、
運
転
者
の
進
法

精
進
の
欠
如
が
重
な
っ
て
事
故
が
、

昨
年
の
小
松
島
警
察
署
管
内
の
交

老
人
の
交
通
事
故
防
止


い
て
は
関
係
機
関
団
体
の
み
な
さ
ま

え
て
期
間
中
実
施
い
た
し
ま
す
。
つ

交
通
安
全
講
座

交
通
安
全
担
当
係

春

の

全

国

交
通
安
全
運
動
は
じ
ま
る

ω

催

勝
浦
町
交
通
安
全
対
策
会
議 

濁
動
の
重
点

歩
行
者
事
故
、
と
く
に
入
学
、
入

国
さ
れ
る
子
ど
も
た
ち
を
交
通
事

故
か
ら
守
る
こ
と
。

①
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
設
定
に
よ
る

対
策
を
た
て
る

②
運
転
者
等
に
対
す
る
交
通
安
全

指
導

(取
り
締
り
)
の
徹
底
。

。

③
母
親
と
子
ど
も
に
対
す
る
交
通

安
全
教
育
の
充
実

以
上
の
と
お
り
の
こ
と
を
従
来
の

実
績
と
交
通
事
情
の
変
化
等
を
ふ
ま

を
は
じ
め
町
民
総
ぐ
る
み
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

ま
す
。
し
た
が

っ
て

こ
の
事
故
防
止

に
つ
い
て
は
、
老
人
の
自
衛
意
識
の

高
揚
と
、
運
転
者
は
も
と
よ
り
、
地

域
ぐ
る
み
で
老
人
を
交
通
事
故
か
ら

守
っ
て
あ
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
先
月
二
十
日
、
生
名
、
横

瀬
、
坂
本
の
三
地
区
で
、
老
人
の
交

通
安
全
教
室
を
聞
き
、
多
数
の
参
加

で
熱
心
に
勉
強
さ
れ
ま
し
た
。

出
席
さ
れ
た
か
た
は
復
習
の
つ
も

り
で
、
ま
た
当
日
出
席
さ
れ
な
か

っ

た
か
た
が
た

の
老
人
に
は
ご
家
族
の

か
た
か
ら
、
次
の
こ
と
が
ら
を
是
非

お
話
し
に
な
り
交
通
事
故
の
被
害
者

と
な
ら
な
い
よ
う
教
、
え
て
く
だ
さ
い
。

一
、
老
人
の
交
通
事
故
は
昼
す
ぎ
か

ら
夕
方
に
か
け
て
が
多
い
。

二
、
事
故
は
自
転
車
に
乗
っ
て
い
る

と
き
が
も
っ
と
も
多
く
、
次
い
で

歩
い
て
い
る
と
き
で
あ
る
。

⑦
自
転
車
に
乗
っ
て
い
る
場
合

は
交
さ
点
の
と
び
出
し
ゃ
、
右
左

折
の
無
合
図
が
原
因
と
な

っ
て
い

ま
す
。
右
左
折
の
合
図
や
、
確
認

め
で
き
な
い
か
た
は
、
い
っ
た
ん

車
か
ら
降
り
歩
い
て
く
だ
さ
い
。

危
険
な
場
所
で
も
無
理
し
な
い

よ
う
自
転
車
か
ら
降
り
、
歩
い
て

く
だ
さ
い
。
そ
の
ほ
か
ふ
ら
づ
き

運
転
も
、
事
故
の
原
因
と
な

っ
て

い
ま
す
。

③
歩
い
て
い
る
場
合
は
、
車
の

直
前
、
直
後
の
と
び
出
し
ゃ
、
な

な
め
横
断
が
お
も
な
原
因
で
す
。

道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、
左
右

の
安
全
を
確
か
め
、
手
を
あ
げ
て

か
ら
横
断
し
て
く
だ
さ
い
。
車
の

直
前
、
直
後
の
横
断
や
、
な
な
め

横
断
は
危
険
で
す
か
ら
や
め
ま
し

ょ、
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。

運
転
者
の
み
な
さ
ま
、
老
人
は
ス
ロ

ー
で
と

っ
き
の
身
の
こ
な
し
が
で
き

ま
せ
ん
。
運
転
中
老
人
を
見
か
け
た

な
ら
ば
、
踏
ん
で
い
る
ア
ク
セ
ル
を

ブ
レ
ー
キ
の
方
に
お
き
か
、
え
る
く
ら

い
の
い
た
わ
り
の
気
持
に
な

っ
て
、

運
転
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
町
内
の

み
な
さ
ま
も
老
人
の
危
険
な
通
行
状

態
を
見
た
ら
、
す
す
ん
で
誘
導
し
て

あ
げ
、
老
人
を
交
通
事
故
か
ら
守
り

ま
し
ょ
う
。

横
瀬
駐
在

湯
浅
部
長

毎
年
行
な
っ
て
お
り
ま
す
春
の
全

国
交
通
安
全
運
動
を
勝
浦
町
で
は
つ

ぎ
の
要
領
で
実
施
し
ま
す
。

こ
の
運
動
の
目
的
は
、
道
を
歩
く

人
、
自
動
車
、
自
転
車
を
運
転
す
る

人
や
運
転
者
を
雇
っ
て
い
る
人
、
そ

の
他
陸
上
交
通
に
関
係
あ
る
す
べ
て

の
人
を
対
象
に
交
通
安
全
思
想
を
高

め
る
と
と
も
に
、
こ
の
運
動
の
主
旨

を
理
解
し
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
を
習

慣
づ
け
て
、
お
そ
ろ
し
い
交
通
事
故

を
未
然
に
防
止
す
る
、
こ
れ
が
ね
ら

い
で
す
。

実
施
期
間

ω四
月
六
日
か
ら
〕

四
月
十
五
日
で
」

γ

の
十
日
間

MUS04
スタンプ
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第
二
次
大
戦
後
、
わ
が
国
に
、
民

主
主
義
、
人
権
尊
重
の
考
、
ぇ
方
が
生

ま
れ
て
き
て
、
す
で
に

二
十
七
年
を

経
過
し
た
。
世
は
移
り
、
人
々
の
考

え
方
も
進
ん
で
き
て
、
封
建
的
な
古

い
考
、
ぇ
方
は
、
だ
ん
だ
ん
影
を
ひ
そ

め
、
人
間
平
等
の
考
え
方
は
す
っ
か

り
根
を
お
ろ
し
て
き
だ
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
依
然
と
し
て
、
同
和
問

題
だ
け
が
、
未
解
決
の
ま
ま
残
さ
れ

て
い
る
の
は
、
い
っ
た
い
、
ど
う
し

た
わ
け
で
あ
ろ
う
か
。

「
同
対
法
」
よ
い
う
法
律
を
作
り
、

国
民
的
課
題
と
定
め
な
が
ら
、
相
か

わ
ら
ず
盛
り
上
が
り
を
欠
く
の
は
、

何
と
い
う
は
が
ゆ
き
で
あ
ろ
う
。

い
ま
さ
ら
い
う
ま
で
も
な
い
が
、

人
聞
の

一
生
の
う
ち
で
、
青
春
ほ
ど

感
じ
や
す
く
、
傷
つ
き
ゃ
す
い
時
は

な
い
。
勉
強
の
こ
と
、
友
人
の
こ
と

進
路
の
問
題
、
性
の
目
覚
め
等
、
い

ず
れ
も
大
切
な
こ
と
ば
か
り
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
上
に 

見
え
ざ
る

差
別
の
壁 

が
立
ち
は
だ
か
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

か
強
く
明
る
く
正
し
く
生
き
よ


と
い
う
が
、
強
く
生
き
る
こ
と
は
、


よ
ほ
ど
の
大
き
な
精
神
力
が
要
求
さ


れ
る
。
彼
ら
の
純
真
で
暖
い
人
と
な


る
の
を
み
る
と
き
、
世
の
心
な
い
人


た
ち
が
、
な
ぜ
そ
ん
な
に
い
た
い
け


な
き
彼
ら
の
心
を
傷
つ
け
る
の
か
と


し
し
た
ー
っ


か
つ
て
は
、
学
校
の
個
別
指
導
の

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

(
そ
の
十
九
)

心
を
む
し
ば
む
差
別
思
想

と
き
彼
等
は
一
棋
な
が
ら
に
訴
え
る
。

手
紙
に
住
所
を
書
く
の
が
つ
ら
い
。

と
い
う
女
の
子
。
。
自
己
紹
介
の
と
き

地
域
名
を
い
う
の
が
い
や
だ 

と
い

う
男
子
。
。
友
だ
ち
が
遊
び
に
く
る
の

が
つ
ら
い
。
と
い
う
男
子
:
あ
の
子

は
ど
こ
そ
こ
の
地
域
の
子
だ 

と
い

Hう
の
を
耳
に
し
た
女
の
子
な
ど
、
ほ

ん
と
う
に
、
胸
の
奥
底
を
さ
ら
け
出

し
た
と
き
、
い
て
も
た

つ
で
も
い
ら

れ
な
い
気
持
に
な
る
。

ニ
キ
ピ
が

一つ

で
で
も
、
足
が
少

し
太
く
て
も
、
そ
れ
が
と
て
も
気
に

な
る
く
ら
い
傷
つ
き
ゃ
す
い
青
年
前

期
の
中
学
生
た
ち
を
、
こ
ん
な
に
傷

つ
け
て
い
る
:
差
別 

を
激
し
く
憎

ま
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

だ
れ
が
差
別
者
か
は
わ
か
ら
な
い

け
れ
ど
、
純
真
か
れ
ん
な
少
年
少
女

の
ふ
を
、
は
げ
し
く
む
し
ば
ん
で
き

た
の
は
事
実
で
あ
る
。

同
和
教
育
は
、
人
権
を
守
り
、
回


復
す
る
教
育
で
あ
る
。
人
の
尊
き
を


知
ら
し
め
る
教
官
円
で
あ
る
。
言
葉
足


一
ら
ず
し
て
、
筆
者
の
真
意
が
じ
ゅ
う


ぶ
ん
受
け
と
っ
て
も
ら
え
な
い
の
が


残
念
だ
が
、
差
別
が
い
か
に
罪
悪
で


あ
る
か
は
、
お
お
よ
そ
、
理
解
し
て


い
た
だ
け
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。


教
育
に
は
時
聞
が
か
か
り
、
発
展

は
あ
っ
て
も
完
成
は
な
い
と
い
わ
れ

る
が
、
人
権
を
守
る
同
和
教
育
も
ま

た
同
じ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
わ
た

し
た
ち
の
努
力
が
実
り
、
着
実
に
成

果
は
あ
が
り
つ
つ
あ
る
と
自
負
し
て

い
る
。
次
代
を
に
な
う
国
民
の
育
成

に
向
か
っ
て
、
相
た
ず
き
え
、
こ
の

間
題
の
解
決
に
い
っ
そ
う
前
進
す
る

た
め
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
正
し
い

ご
理
解
と
絶
大
な
る
ご
協
力
を
切
に

お
願
い
い
た
し
た
い
。

砂
前
野
定
班
。

結
成
さ
れ
る

こ
の
ほ
ど
、
勝
浦
町
農
業
後
継
者

ク

ラ

ブ

(

会

長

大

谷

智

彦

)

で

は

、

産

業

課

よ
い
照
明
で

大
切
な
⑨
を

守
り
ま
し
ょ
う

「
目
は
心
の
窓
」
と
い
わ
れ
ま
す
。

美
し
く
す
み
切
っ
た
目
は
心
を
ひ
き

つ
け
る
大
き
な
魅
力
で
す
。
自
の
あ

り
が
た
き
は
、
悪
く
な
っ
て
は
じ
め

O

で
わ
か
り
ま
す
。
と
り
わ
け
近
視
は


若
い
う
ち
に
か
か
り
ゃ
す
く
、

し
‘


も
最
近
は
ま
す
ま
す
増
え
る
傾
向
，


す
。
つ
ぎ
の
こ
と
に
十
分
気
を
つ
け


て
近
視
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し


ょ、
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。


勉
強
に
は
よ
い
電
気
ス
タ
ン
ド
を


使
い
ま
し
ょ
う


-
夜
の
勉
強
に
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
明

る
さ
の
あ
る

一
五
け
以
上
の
け
い

光
灯
か
明
視
ス
タ
ン
ド
。
ま
た
は

六 

月
白
熱
灯
ス
タ
ン
ド
を
使
い

ま
し
ょ
う
。

自の健康を守る� 6原則

栄養をじゅうぶん
にとる

，、 メ多ロ� 
2. 自の疲労を防ぐ 喧事宣惨鍋� 

3. 姿勢正しく机で勉
?主 。μ?員

4. よい照明で本を読
む� 公領員

5. 読みよい見よい書
牧lをえらぶ� 冨孟

6. 時々視力検査をう� 
ける F7i宅ち

ル
ク

ス
必
要
で
す
。

前
向
定
班
を
結
成
し
、

三
カ
年
計
画
で

み
か
ん
農
家
を
巡
回
す
る
こ
と
に
な

り
、
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
協
力
に

よ
り
明
定
技
術
の
研
修
を
行
な
い
、

三
月
二
十
四
日
か
ら
卿
定
の
実
施
を

行
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
実

践
活
動
を
通
じ
て
移
り
変
わ
る
農
業

情
勢
に
対
応
し
、
経
営
者
と
し
て
の

資
質
の
向
上
を
目
的
と
し
て
い
ま
す

「
斜
陽
化
し
た
み
か
ん
産
業
を
な
ん

と
か
し
な
け
れ
ば
」
と
農
業
後
継
者

ク
ラ
ブ
員
は
熱
心
に
取
り
く
ん
で
い

ま
す
。
農
家
の
方
々
の
ご
協
力
ご
指

導
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
。

明
視
ス
タ
ン
ド
。
と
は

。
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
明
る
さ
が
あ
る


こ
と
。
明
視
ス
タ
ン
ド
の
手
前


三 

今
の
位
置
で
三

O
O


前
向
{
疋
技
術
の
指
導
を

受
け
る
ク
ラ
ブ
員

。
笠
の
上
に
も
光
が
で
て
明
る
き

の
ム
ラ
が
す
く
な
い
こ
と
。

こ
フ
ン
プ
の
光
が
直
接
目
に
入
ら

ず
、
ま
ぶ
し
さ
の
な
い
こ
と
。

。
安
定
度
が
よ
い
こ
と
。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
剪定班結成される

MUS04
テキストボックス
四国電力だより



4昭和� 48年� 4月� 1日� IJ為 コ つ ら 第� 34号 (6) 

l

O

い
よ
い
よ
四
十
八
年
ミ
カ
ン
生
産

の
た
め
外
見
的
ス
タ
ー
ト
が
始
ま
り

ま
す
。発

芽
、
伸
長
、
展
葉
と
決
っ
た
コ

ー
ス
で
は
あ
り
ま
す
が
、
着
実
に
日

一
日
と
し
て
生
育
し
て
ゆ
き
ま
す
。

野
は
桜
花
欄
漫
、
遊
山
の
あ
と
は

張
り
切
っ
て
農
作
業
に
精
だ
し
ま
し

ょ、っ。
。
み
か
ん
(
発
芽
開
始
、
新
梢
伸
長

開
始
)

一
、
病
虫
害
防
除

、

そ
う
か
病
、
こ
く
て
ん
病
発
生
閣

で
は
下
旬
か
ら
五
月
上
旬
に
メ
ル
ク

デ
ラ
ン
一
、
�
 0
0
0倍
液
を
、
そ
う

か
病
の
み
対
象
と
す
る
閣
は
ベ
ン
レ

卜
三
、

0
0
0倍
液
を
散
布
す
る
。

二、

接

木

切
接
は
台
芽
が
二
�
 
1
三

伺
伸
び
た


こ
ろ
に
行
な
う
。
不
良
系
統
樹
更
新


は
下
旬
か
ら
五
月
に
か
け
て
、
高
接
、


腹
接
に
よ
り
更
新
す
る
。
ま
た
天
牛


等
に
よ
り
台
木
に
被
害
を
受
け
て
い


る
も
の
は
、
根
接
を
行
な
う
。


早
生
は
「
オ
キ
ツ
」
「
宮
川」

中
生
は
「
南
柑
二
�
 号
」
一
ー
繁
田

貯
蔵
用
は
「
十
万
」
を
中
心
に
、

O
a

O
i

a
t t O

O

O
O

O
O

e
j Oな

り
、
二
�
 
1
三
の
グ
ル
ー
プ
に
わ
か

lv

し、

i
、』ー

で
接
木
後
、
雨
の
あ
る
と
き
は
活
着

率
が
悪
く
な
る
。
)

活
着
後
は
エ
カ
キ
ム

シ
、
ア
ブ
ラ

ム
シ
な
ど
の
害
虫
防
除
と
、
突
風
、

台
風
、
鳥
類
飛
来
な
ど
に
よ
る
枝
折

れ
防
止
に
つ
と
め
る
こ
と
。

三
、
防
風
垣
、
防
風
林
の
植
え
付
け

毎
年
風
傷
果
が
多
く
、
品
質
低
下

の
最
大
要
因
と
な
っ
・
て
い
る
の
で
、

防
風
垣
、
防
風
林
の
植
え
付
け
を
行

な
う
。
樹
種
は
様
、
杉
、
サ
ン
ゴ
樹

な
ど
を
用
い
、
五
�
 
六
�
 叩
間
隔

と
す
る
。

四
、
経
営
の
収
支
計
算

出
荷
終
了
後
に
収
支
計
算
を
行
な


い
経
営
改
善
の
資
料
と
す
る
。
ま
ず


経
営
面
績
を
正
し
く
把
握
し
、
総
収


量
、
一
�
 

当
り
収
量
、
販
売
数
量


(
市
版
、
原
料
別
)
販
売
金
額
、
生


産
経
費
、
利
益
金
な
ど
の
実
態
を
知


り
経
営
の
合
理
化
に
役
だ
て
る
こ
と
。


参
考
ま
で
に
本
町
に
お
け
る
二
十


三
戸
の
青
色
申
告
農
家
の
平
均
値
は


次
の
と
お
り
で
す
。


経
営
面
積
八
十
九

生
産
数
量

三
�
 
0
・
一
�
 

販
売
数
量

二
六

・
八 )

「
林
」
「
庁
山
」

な
ど
と
す
る
。
選

択
に
ま
よ
わ
れ
る

か
た
は
技
術
買
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

用
具
は
切
れ
味

の
よ
い
ナ
イ
フ
と

0
・
�
 五

聞
の
ビ

ニ
ー
ル
一
下
�
 
プ
を

用
い
、
な
る
べ
く

晴
天
日
を
選
ん
で

行
な
う
。
(
曇
天

O


l


)
 

販
売
金
額

一
六
九
・
四
千
円

く
ろ
は
し
病

生
産
経
費

一
四
七
・

三
千
円

下
旬
か
ら
六
尺
ま
で
水
和
硫
黄
四

利
益
金
額

二
ニ

・
一

千
円

0
0倍
、
ま
た
は
ダ
イ
セ

ン
四
�
 

一
O
a
当
り
で
は

倍
液
を
散
布
す
る
。

販
売
数
量

三

・
�
 一
t

。
水
稲
�
 (苗
代
準
備
期
)

販
売
金
額

一
九

・
�
 千
円

一
、
優
良
品
種
の
導
入

生
産
金
額

一
六

・
五
千
円

経
営
状
態
、
土
地
条
件
な
ど
に
よ

利
益
金
額

二

・
四
千
円

り
、
導
入
品
種
を
決
定
す
る
の
が
ょ

果
実
一
旬
当
り
で
は

に
ま
た
優
良
品
種
で
も
長
い
間
く

販

売

単

価

六
一
ニ
・
一
七
銭

り
返
し
栽
培
す
れ
ば
減
収
と
な
る

の

生

産

費

五

四

・

九

五

銭

で
、
同

一
品
種
を
栽
培
す
る
の

で
も

利

益

金

額

八

・

二
二
銭

数
年
に

一
度
は
種
子
更
新
を
す
る
の

自
家
労
働
一
日
当
り
報
酬
費

刀
ト
品
�
 

二

・
五
七
八
円

二
、
種
子
消
毒

。
ゥ
メ

(
生
理
落
果
期
、
新
梢
伸
長
期
)

播
種
七
日
く
ら
い
前
に
浸
種
し
、

一
、
病
虫
害
防
除
�
 

一
昼
夜
後
ウ
ス
プ
ル
ン
一

、

0
0
0

ア
ブ
ラ
ム
シ

倍
液
に
六
�
 十
二
時
間
浸
潰
し
消
毒

発
芽
初
期
に
エ
ス
ト

ソ
ク
ス
乳
剤

を
行
な
い
、
水
洗
い
後
、
さ
ら
に
五

一
、
五
�
 
倍
液
を
散
布
す
る
。
(
本

六
日
浸
種
す
る
。

剤
以
外
の
有
機
リ
ン
剤
で
は
薬
害
を

一二
、
苗
代
準
備

お
こ
す
こ
と
が
あ
る
の
で
注
意
す
る

下
旬
こ
ろ
除
草
、
耕
転
を
行
な
い

こ
と
。)
 

準
備
を
す
る
。
農
業
セ
ン
タ
ー

み
か
ん
作
り
に
勇
敢
に
取
り
組
む
/

勝
浦
町
果
樹
研
究
会
婦
人
部

去
る
、
一
二
月
八
日
勝
浦
町
果
樹
研

究
会

(
会
長
堺
福

二

婦
人
部
幹
部

研
修
会
が
、
久
国
の
坪
内
農
園
で
行

な
わ
れ
た
。
特
に
、
今
年
は
、
郵
定

の
実
銭
的
研
究
と
い
う
こ
と
で
、
来

研
婦
人
部
長
伊
丹
広
恵
氏
が
中
心
と

れ
「
品
質
の
よ
い
み
か
ん
作
り
、
作

業
の
し
や
す
い
み
か
ん
園
」
を
目
ざ

み
か
ん
作
り
に

意
欲
を
ち
や
す
果
研
婦
人
部

一
日
中
腕
を
み
が
き
あ
げ
「
わ

O
O

た
し
た
ち
は
、
み
か
ん
作
り
以
外
は

何
も
で
き
ん
も
ん
」
と
明
る
い
。
み

か
ん
価
格
の
暴
落
、
貯
蔵
み
か
ん
の

さ
え
な
い
市
況
に
も
負
け
ず
、
み
か

ん
作
り
に
励
む
姿
は
や
は
り
旧
産
地

の
底
力
で
あ
ろ
う
か
。

産

業

課

お
し
ら
せ
グ

近
ご
ろ
、
恵
ま
れ
な
い
か
た
の
た

め
に
と
い
う
名
目
で
、
花
を
売
り
に

き
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
聞
き
ま
す

が
、
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
身
分
証

明
替
の
提
示
を
求
め
る
と
か
、
団
体

名
を
聞
く
な
ど
事
情
を
よ
く
確
認
の

う
え
納
得
が
得
ら
れ
る
よ
う
み
ん
な

で
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

飼
い
犬
の
登
録
は

必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い

狂
犬
病
予
防
法
、
徳
島
県
犬
に
よ

る
危
害
の
防
止
に
関
す
る
条
例
に
よ

り
、
生
後
三
カ
月
以
上
の
犬
を
飼
育

し
て
い
る
方
は
年
一
回
の
登
録
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

本
年
度
も
四
月
一
日
か
ら
町
役
場

住
民
福
祉
課
に
お
い
て
登
録
手
続
き

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

印
鑑

と
手
数
料
三
百
円
持
参
の
う
え
必
ず

受
け
て
く
だ
さ
い
。

住

民

福

祉

込

町

辺

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
今月の農作業メモ
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岡

目

八

目

ω

ミ
カ
ン

に
も
風
格

が
あ
る
。

十
万
温
州

ミ
カ
ン
の
建
値

全 つ よ 。 る.が古は

ザ
!な場ジういジ買み国
;してるをしるは人こ産
; て の残たで相にま 地

い、し買あ当もれの
;るミていろ強小て風  
iの カ い 手 う 烈 売 い 格
:か ンるに。ににるカず� 
? ものの、 勝印もこ頭
』わ建かど浦象産との
:か値。んのづ地だ芯
iらのこな産けのろま

な椴れイ地らイうてる
い底がメがれメ。き

く し ー まそ主当の
。し仲軒 ミいう人然に�  
; てたーカし変とだ流

いが軒ン。り 、ろし� 
iる いの産
?市に憤地 えの 。を
:場 い具に す奥しく�  
fめた合も るさかれ�  
4速る い 風 もんした�  
i中まか格 のや古く

ぱ隣う自

。にでらが でご女な
: は 知 、 あ も主房 る� 

、り仲る あ人やの; 

"を本  lこ て� l仲ぎ

農
業
セ
ン

タ
ー
所
長

安

達

義

正

の
年
羽
ノ
浦
の
千
里
さ
ん
が
十
万
を

新
植
さ
れ
た
。

県
内
産
の
十
万
に
初
め
て
お
目
に

か
か
っ
た
の
は
、
そ
の
こ
ろ
農
業
改

良
課
に
勤
務
し
て
お
ら
れ
た
吉
田
孝

雄
さ
ん
の
机
の
上
で
あ

っ
た
。
千
里

さ
ん
の
閣
の
一
枝
で
、
み
ご
と
な
結

実
ぶ
り
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
比
較

し
て
み
な
い
と
、
人
間
と
い
う
も
の

は
、
印
象
が
ポ
ケ
や
す
い
よ
う
で
あ

る
う
え
に
、
第

一
印
象
の
残
像
が
目

を
掩
っ
て
し
ま

っ
て

い
る
も
の
ら
し
�
 

l

フ
ル
卜
�
 

に
は
尾
張
に
な
い
風
格
が
そ
な
わ
っ

て
い
る
。

十
万
温
州
を
始
め
て
み
た
の
は
、

も
う
か
れ
こ
れ
二
十
年
も
前
の
こ
と

で
あ
る
。
官
同
棲
さ
れ
て
い
た
、
原
木

か
ら
二
代
自
の
十
万
が
、
す
で
に
か

な
り
着
色
し
て
い
た
。
二
十
九
年
の

十
一
月
十
九
日
で
、
十
万
可
章
さ
ん

が
、
じ
き
じ
き
に
案
内
し
て
く
だ
さ

っ
た
。

糖
度
は
十
度
に
達
せ
ず
、
酸

味
も
き
び
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

サ
ワ
チ
料
理
は
豪
華
で
あ

っ
た
が
、

あ
の
ミ
カ
ン
の
形
質
で
、
貯
蔵
に
む

く
と
は
だ
れ
も
考
、
え
な
か

っ
た。

三
十
年
の
四
月
に
、
突
然
、
可
章

さ
ん
み
ず
か
ら
が
そ
の
ミ
カ
ン
を
ひ

っ
さ
げ
て
試
験
場
に
み
え
た
。
試
験

場
と
い
っ
て
も
勝
浦
建
設
の
二
階
住

い
で
あ
っ
た
の
で
、
生
比
奈
村
役
場

の
二
階
を
借
り
て
、
附
近
の
か
た
が

た
と
拝
見
し
た
。
そ
の
と
き
、
昨
秋

の
あ
の
ミ
カ
ン
が
こ
の
笑
か
と
目
を

疑

っ
た
。

い
っ
し
ょ
に
な
ら
べ
ら
れ

た
、
今
山
や
西
聞
の
貯
蔵
ミ
カ
ン
は
、

ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
と
な
ら
ん
だ
日

本
人
の
よ
う
に
貧
弱
に
見
え
た
。
そ

お
気
軽
に
"
こ
利
用
を
グ

4
V
 

み
か
ん
経
営
の
合
理
化
を
図
る
に

は
老
木
更
新
、
品
種
改
良
、
圏
内
道、

農
道
世
軍
備
(
新
設
)
な
ど
思
い
き
っ

た
園
地
の
近
代
化
を
は
か
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
農
業
セ
ン
タ
ー
で
は
こ

一一べ一七一一
一一

¥1
謹酔
-・一弘前� ι
一一一一一一一手一一一一段� 

-
E
F


k
p

二

γ

一
�
 

1 

J

V-J-¥



F
 

Ii 

1
1
1
1刊
�
 

川

V
-
J
-

l l
O
O

り

一
、
八

プ
ル
ト
�
 

O れ
ら
事
業
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た

」
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。)

。
ブ
ル

ト
|
ザ

の
運
転
は
農
業
セ
ン

タ
ー
専
属
の
係
員
が
あ
た
り
ま
す
。

阿

部

満

藤
木
重
信

片
山
博
之
�
 

中今坂
山山本

人
に
も
人
柄
が
あ
る
。
男
と
女
は

引
き
合
う
も
の
の
よ
う
に
考
え
ら
れ

て
い
る
が
、
男
は
女
で
あ
り
さ
え
す

っ
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
改

れ
ば
、
誰
-か
ま
わ
ず
好
き
に
な
れ
る

も
の
で
は
な
さ
そ
う
だ
し
、
女
性
も

ま
せ
ん
・
)
で
も
ご
相

め
プ
ル

ト
�
 ザ
を
設
置
し
て
農
家
の

l

み
な
さ
ん
に
ご
利
用
ね
が

良
(
面
積
の
大
小
を
聞
い

農業センタ のブjレトーザー

男
性
で
あ
れ
ば
好
き
に
な
る
と
は
か

談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で

ぎ
ら
な
い
だ
ろ
う
。

ご
遠
慮
な
く
お
申
し
出
く

好
き
合
っ
た
仲
で
も
、
し
ば
ら
く

い
っ
し
ょ
に
い
る
と
、
だ
ん
だ
ん
鼻

ザ
の
使
用
料

に
つ
い
て
く
る
。
別
な
面
も
見
、
え
て

く
る
。
し
か
し
、

一
人
に
な
っ
て
、

そ
れ
こ
そ
、
こ
と
ば
も
通
じ
な
い
よ

円
で
す
。
�
 

う
な
環
境
の
中
で
生
活
し
て
み
る
と
、

ザ
の
運
搬
に

つ
く
づ
く
古
女
房
や
古
主
人
の
あ
り

が
た
さ
が
わ
か
ろ
う
と
い
う
も
の
だ
。

ミ
カ
ン
相
手
で
、
何
十
年
と
つ
き

合
っ
て
く
る
と
、
チ
ラ
チ
ラ
他
所
も

だ
さ
い
。
�
 

@
プ
ル
ト

金
は
次
の
と
お
り
で
す
。

。
使
用
時
間

一
時
間
当

みかん園の造成に偉力を発得する

必
要
な
経
費
は
・
:
:
全

額
本
人
負
担
で
す
�
 (運

搬
車
は
原
則
と
し
て
利

用
者
が
ご
準
備
ね
が
う

d
M
 
r
 

。
ご
希
望
者
は
農
業
セ

ン
タ
ー
事
務

局
(
電
話
三
三
五
八
、
三
三
五
九
)

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

農
業
セ
ン
タ
ー

婦
人
学
級


め
で
た
く


修

昭
和
四
十
七
年
度
勝
浦
町
婦
人
学

級
は
「
料
理
講
醤
」
親
と
子
の
対
話

の
場
で
あ
る
「
家
庭
の
日
」

の
設
定

そ
し
て
、
輪
禍
撲
滅
を
目
ざ
し
た

「交
通
安
全
教
室
」
の
三
点
を
、
中

心
課
題
と
し
て
学
習
を
す
す
め
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、

三
月
二
十
二
日
に

閉
講
式
が
催
さ
れ
、
全
員
め
で
た
く

修
了
さ
れ
ま
し
た
。
席
上
、

つ
ぎ
の

支
部
に
修
了
証
舎
と
皆
勤
賞
が
教
育

委
員
会
よ
り
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

修
了
証
坂
本
支
部
ほ
か
十
六
支
部

皆
勤
賞
沼
江
支
部
、
掛
谷
支
部

西
生
名
支
部
、
久
国
支
部

勝
浦
町
教
育
委
員
会

了社
会
教
育
課
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勝
浦
町
畜
産
組
合
長

;善

O

Jr

複
合
経
営
と
し
て
の
肉
牛
肥
育

数
年
前
ま
で
、
大
々
的
に
奨
励
さ

れ
た
み
か
ん
栽
培
も
、

・増
加
の
一
途

を
た
ど
り
三
三 

万 

と
い
う
膨
大

な
生
産
量
に
な
り
、
立
地
条
件
の
惑

い
旧
産
地
で
は
、
完
全
な
苦
境
に
直

面
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

み
か
ん
の
町
で
あ
る
勝
浦
町
の
人

々
に
と
っ
て
、
こ
れ
ほ
ど
苦
し
く
不

安
な
事
態
は
、
い
ま
ま
で
経
験
し
な

か
っ
た
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
先
、
わ
れ
わ
れ
農
民
は

ど
の
よ
う
に
じ
て
生
き
て
い
く
べ
き

か
は
だ
れ
も
が
真
剣
に
考
え
ね
ば
な

ら
な
い
大
き
な
問
題
で
す
。

し
か
し
、
い
く
ら
み
か
ん
栽
培
の

将
来
が
暗
い
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
の

勝
浦
町
か
ら
み
か
ん
と
い
う
主
産
物

を
の
ぞ
い
て
成
り
立
つ
農
業
は
考
え

ら
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
に
、
み
か
ん
プ
ラ
ス
何
か
と

い
う
経
営
。
す
な
わ
ち
両
者
が
共
に

補
足
し
あ

っ
て

い
け
る
複
合
経
営
が

考
え
ら
れ
る
の
で
す
。 

そ
れ
は
、
い

ま
ま
で
考
え
ら
れ
て
き
た
よ
う
な
単

に
副
業
的
な
も
の
で
な
く
相
当
利
益

の
上
が
る
も
の
、
ま
た
資
金
が
あ
ま

り
か
か
ら
ず
回
転
の
早
い
も
の
が
望

け
、
敏
感
な
日
本
人
の
舌
に
合
う
と

は
決
し
て
い
え
な
い
も
の
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
面
か
ら
考
、
え
て
肉

牛
飼
育
は
農
業
種
々
あ
る
な
か
で
、

将
来
性
の
あ
る
分
野
だ
と
思
い
ま
す
。

田

義� 

Bi3 

元牛代金 飼紺tそ町他諸経費

昭和45年� 67，541円� 62，800円

昭和46年� 60，119円� 95，280円

昭和47年� 71，378円� 105，464円

販売金額 差 益

昭和45年� 169，731円� 39，390円

昭和46年� 217，036円� 61，437円

昭和47年� 235，649円� 58，807同

給食施設完成

、、、ー

、〕
O

a

H
H

以
上
の
よ
う
な
内
容
で
あ
り
年
間

二
0
1四 

頭
飼
育
す
れ
ば
、

一
日

平
均
一 

1
二
時
間
の
実
質
労
力
で
か

な
り
の
収
益
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。し

か
し
、
こ
の
反
面
肉
牛
肥
育
に

も
幾
多
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
第

一

に
仔
牛
の
生
産
が
減
少
し
つ
つ
あ
り

元
牛
価
格
が
上
昇
の
一
途
を
た
ど

っ

て
い
る
こ
と
で
す
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
早
急
な
対

策
が
必
要
で
あ
り
、
本
年
度
に
入

っ

て
各
方
面
か
ら
政
治
的
解
決
を
望
む

声
が
起
き
つ
つ
あ
り
ま
す
の
で
、
徐

々
に
良
い
方
向
に
向
う
こ
と
と
思
わ

れ
ま
す
。

第
二
は
、
近
年
特
に
問
題
に
な
り


つ
つ
あ
る
畜
産
公
害
の
問
題
で
す
。


こ
の
問
題
は
、
飼
育
場
所
を
人
家


か
ら
離
れ
た
み
か
ん
園
の
片
隅
等
を


利
用
す
れ
ば
、
解
決
で
き
る
の
で
は


勝
浦
病
院
に

な
い
か
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
飼
育

者
だ
け
で
な
く
周
囲
の
人
々
の
理
解
、

協
力
等
も
必
要
で
は
な
か
ろ
う
と
思

い
ま
す
。

そ
の
他
、
飼
育
場
所
の
選
定
に
当

つ
て
は
道
路
の
あ
る
こ
と
、
飲
料
水

の
あ
る
こ
と
、
粗
飼
料
と
し
て

一
頭

に
つ
き
約
五 
1
八 

の
稲
ワ
ラ
を
必

要
と
し
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
確
保

は
絶
対
に
必
要
な
条
件
だ
と
い
え
ま

し
ょ
う
。

肉
牛
の
肥
育
は
、
畜
産
経
営

の


中
で
は
も

っ
と
も
将
来
性
の
あ
る
安


定
し
た
部
門
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考


え
ま
す
。
み
か
ん
闘
の
片
隅
に
で
も


適
当
な
場
所
を
見
つ
け
て
や
っ
て
み


て
は
い
か
が
で
し
ょ
、
っ
か
。


わ
た
し
ど
も
、
畜
産
組
合
員
も
で

き
る
か
ぎ
り
の
ご
指
導
を
い
た
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
肉
牛
飼
育
は

一
年
を
通
じ

ま
れ
ま
す
。

わ
た
じ
は
、
種
々
考
え
ら
れ
る
中

か
ら
四
年
間
と
い
う
短
い
体
験
を
通

じ
て
で
は
あ
り
ま
す
が
、
肉
牛
の
肥

育
を
お
す
す
め
し
た
い
と
恩
い
ま
す
。

こ
ん
に
ち
、
牛
肉
は
世
界
的
に
不
足

を
き
た
し
て
お
り
、
日
本
に
お
い
て

も
そ
の
例
に
も
れ
ず
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
相
当

量
輸
入
し
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
肉

生
産
国
に
対
し
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス

を
は
じ
め
と
す
る
世
界
各
国
も
輸
入

拡
大
を
求
め
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

現
在
、
日
本
に
輸
入
さ
れ
て
い
る

牛
肉
の
値
段
は
圏
内
産
よ
り
二
1
三

割
方
安
値
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
資

源
が
い
つ
ま
で
続
く
か
あ
や
ぶ
ま
れ

て
い
る
よ
う
な
状
態
で
あ
る
上
、
味

は
淡
白
で
牛
肉
本
来
の
う
ま
み
に
欠

て
労
力
に
む
ら
が
な
く
、
少
し
の
労

力
を
日
々
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ

て
収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、

季
節
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
が
な
く
収

入
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

し
て
、
一
番
の
強
み
は
肉
牛
専
業
農

家
で
は
処
理
に
苦
労
す
る
糞
、
尿
が

み
か
ん
栽
培
に
非
常
に
よ
い
有
機
質

肥
料
と
し
て
利
用
で
き
る
こ
と
で
す
。

ま
た
、
設
備
投
資
も
少
な
く
て
す

み
、
ご
く
簡
単
な
施
設
で
も
肥
育
は

可
能
で
あ
り
ま
す
。

一
番
資
金
の
か

か
る
元
牛
の
購
入
や
飼
料
代
に
勺
い

て
は
、
農
協
に
預
託
牛
の
制
度
が
設

け
ら
れ
て
お
り
、
資
金
が
な
く
て
も

飼
育
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

次
に
、
わ
た
し
が
昭
和
四
十
五
年

か
ら
四
十
七
年
の
三
年
間
に
販
売
し

た
肉
牛
の
年
間

一
頭
平
均
の
差
益
を

記
し
て
み
ま
す
と
次
の
よ
う
に
な
り

ま
す
。

近
代
的
な
給
食
施
設
が

こ
の
ほ
ど
、
勝
浦
病
院
に
患
者
用

の
給
食
施
設
が
新
し
く
完
成
。

木
造
平
屋
建
、
九
十
六
平
方
米
、

工
事
費
四
五 

万
円
の
近
代
的
な
設

備
で
完
全
給
食
を
す
る
。
現
在
五
十

O

名
の
入
院
患
者
が
い
ま
す
が
、
新
鮮

な
料
理
と
栄
養
あ
る
給
食
だ
と
し
て

好
評
を
得
て
い
る
、
こ
の
新
し
い

設
備
に
よ
っ
て
い

っ
そ
う
充
実
し
た

給
食
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

勝
浦
病
院

MUS04
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よ

思
い
出
を
胸
に
/
.

カミ

だ
園
学

こ

と

し

も

、

ま

た

卒

業

、


1
1
1
入
学
の
季
節
が
や

っ
て
き

ま
し
た
。
や
が
て
新
し
く
迎
え
る
入

学
、
進
学
、
就
職
の
希
望
と
不
安
で

こ
の
桜
の
候
を
迎
え
る
、
卒
業
生
、

新
入
学
生
に
心
か
ら
拍
手
を
お
く
り

ま
す
。本

年
の
卒
業
、
入
学
生
は
次
の
と

お
り
で
す
。

中
学
校卒

業
生
一
六
五
名


(
進
学
:
:
:
一
三
八
名
)


(就
職
:
・
・
・
:

二
七
名
)


小
学
校卒

業
生
一
二
八
名


(

生

比

奈

五

十

名

)


(

坂

本

十

六

名

)


山
�
 

・-，
� 
r

浩

(
生
比
奈
小
学
校
卒
業
)

「
母
の
手
に
つ
れ
ら
れ

さ
く
ら
の
さ
く
春

ぽ
く
は
、
生
比
奈
小
学
校
の
門

を
く
ぐ
っ
た

か
ず
か
ず
の
思
い
出
が
い
ま
、
は

っ
き
り
と
よ
み
が
え
っ
て
く
る
。
苦

し
い
こ
と
、
悲
し
い
こ
と
、
楽
し
い

こ
と
、
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
。

あ
あ
、
も
う
卒
業
だ
。
も
っ
と
こ


の
小
学
校
に
い
た
か
っ
た
。
六
年
間


と
は
風
の
よ
う
だ
。


わ
が
母
校
よ
、
さ
よ
う
な
ら
。

U

卒
業
生
の
記
念
手
洗
場
つ
〈
り

「
朝
桐
奨
学
賞
」

第

回山富

田

和

重

く

ん

(

中

田
扶
美
子
さ
ん
(
与
川
内
)

山

「
朝
桐
奨
学
賞
」
は
、
わ
た
く
し

た
ち
の
町
勝
浦
が
生
ん
だ
偉
大
な
指

導
者
、
名
誉
町
民
故
朝
桐
先
生
め
尊

い
ご
遺
志
を
永
久
に
残
す
た
め
、
先

生
の
ご
遺
族
か
ら
寄
付
さ
れ
た
資
金

で
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、
毎
年
、
中

学
校
卒
業
生
の
中
か
ら
選
考
さ
れ
た

優
秀
な
生
徒
に
贈
ら
れ
る
。

こ
の
朝
桐
奨
学
賞
に
、
{
呂
田
和
重

く
ん
と
、
山
田
扶
美
子
さ
ん
の
二
人

が
選
ば
れ
立
派
な
時
計
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。目

を
閉
じ
れ
ば
あ
の
な
つ
か
し
い

富田和重{ん(左) 山田扶美子さん(右)

高

木

先

と
う
へ
の
け
わ
し
い
道
の
り
。

た
の
し
か
っ
た
修
学
旅
行
。
六
年

間
に
秘
め
ら
れ
た
た
く
さ
ん
の
思
い

出
。

こ
の
校
舎
に
い
つ
ま
で
も
い
つ

ま
で
も
。
�
 

1":善意

思
い
出
が
胸
中
を
か
け
め
ぐ
る
。
ゆ

子

も
う
幕
を
閉
じ
よ
う
と
し
て
い
る
�
 

n

だ

六
年
前
、
さ
く
ら
の
花
ち
る
校
門

を
お
か
あ
さ
ん
に
手
を
ひ
か
れ
て
と

お
っ
た
あ
の
目
。

六
年
生
の
お
ね
、
え
さ
ん
に
ぴ
っ
た

り
く
っ
つ
い
て
初
め
て
通
学
し
た
あ

の
目
。幼

い
力
を
ぶ
っ
つ
け
合
い
い
っ
し

ょ
う
け
ん
め
い
が
ん
ば
っ
た
運
動
会
。

汗
を
流
し
力
の
限
り
を
つ
く
し
て
み

(
横
瀬
小
学
校
卒
業

め
と
希
望
に
満
ち
た
こ
の
六
年
間
が

(横

瀬

六

十

二
名
)

入
学
生
八
十
三
名

(生
比
奈

三
十
四
名
)

(

坂

本

八

名
)
�
 

(横

瀬

四

十

一
名
)

就
職
生
を
励
ま
す

卒
業
作
文

ん
な
で
登
っ
た
三
十
八
社
、
テ
レ
ビ

11 
交た
わる
すのE 
歌光

勝 1:-q h 

i甫思ぁ
中いお

学出げ
校がば
卒尊
業し
式'
、、句ー~〆 

l
 

l
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小
学
校
か
ら
大
学
ま
で
、
新
学
期

と
い
う
の

は
こ

の
四
月
で
す
。
親
も

期

子
も
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
ま
す
。

っ
て
衣
服
の
上
に
入
れ
ま
す
。
防
虫

剤
か
ら
発
散
き
れ
る
が
ス
は
空
気
よ

り
重
い
の
で
下
に
さ
が
り
、
持
じ
ゅ

う
に
ひ
ろ
が
り
ま
す
。
ま
た
、
防
虫

剤
が
衣
服
に
つ
く
と
変
色
し
た
り
、

布
地
を
い
た

め
ま
す
か
ら

直
接
ふ
れ
な

い
よ
う
に
注

意
し
て
入
れ

ま
す
。

赤
飯
の
た
き
か
た

つU
l一
モ
チ
米

一
・
四
キ
ロ

グ
ラ

ニ
カ
ッ
プ
を
用
意
し
ま
す
。
あ
ず
き


は
よ
く
洗
い
、

三
倍
の
水
に
一
晩
つ


け
て
か
ら
落
と
し
ぶ
た
を
し
て
火
に


「
川
い
」
ム
に
対
し
て
、
あ
ず
き

一

i

か
け
ま
す
。
沸
騰
し
た
ら
火
を
弱
め

て
、
皮
の
切
れ
な
い
程
度
に
ゆ
で
て

お
き
ま
す
。

モ
チ
米
は
よ
く
洗
っ
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